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北
海
道
大
学
法
学
会
記
事

○
二
〇
一
三
年
七
月
四
日
（
木
）
午
後
三
時
よ
り

「
人
体
の
処
分
の
法
的
枠
組
み

　

─
─
処
分
行
為
の
法
的
性
質
と
そ
の
制
約
を
中
心
に
」

�

報
告
者　
　

櫛　

橋　

明　

香

�

出
席
者　
　
　
　
　
　

四
〇
名

　

一　

は
じ
め
に

　

近
時
、
人
体
の
一
部
（
臓
器
や
配
偶
子
）
の
利
用
や
人
体
に
関
す
る
自

己
決
定
（
治
療
の
拒
否
や
中
絶
）
が
社
会
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。
本
報

告
は
、
人
体
の
処
分
を
ど
こ
ま
で
本
人
の
意
思
に
委
ね
、
何
を
根
拠
に
こ

れ
を
制
限
す
る
の
か
を
、
民
事
法
の
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
説
明
す
べ
き

か
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

人
体
の
完
全
性
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
、
本
人
の
意
思
に
基
づ
か
な
け
れ

ば
こ
れ
を
人
体
の
「
侵
害
」、
本
人
の
意
思
に
基
づ
く
場
合
に
は
こ
れ
を

人
体
の
「
処
分
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
は
、

わ
が
国
の
民
法
は
、
人
体
の
「
侵
害
」
の
場
面
を
予
定
し
た
規
定
を
置
く

に
と
ど
ま
り
（
六
九
八
条
、
七
一
〇
条
参
照
）、
人
体
の
処
分
の
明
示
的

な
枠
組
み
を
持
た
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

二　

フ
ラ
ン
ス
法
の
状
況

　

フ
ラ
ン
ス
の
生
命
倫
理
法
（
一
九
九
四
年
）
は
、
人
体
に
関
す
る
体
系

的
な
立
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
法
典
に
人
体
に
関
す
る
原
理
的
な

規
定
が
挿
入
さ
れ
た
。
人
の
優
位
と
そ
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
の
禁
止

（
一
六
条
）、
人
体
の
不
可
侵
性
（
一
六
の
一
条
二
項
）、
人
体
の
完
全
性

の
侵
害
に
当
た
っ
て
の
本
人
の
医
療
上
の
必
要
性
又
は
他
者
の
治
療
上
の

利
益
、
事
前
の
同
意
の
必
要
性
（
一
六
の
三
条
）、
人
体
、
そ
の
構
成
物

及
び
産
出
物
の
非
財
産
性（
一
六
の
一
条
三
項
）、無
償
性（
一
六
の
六
条
）、

匿
名
性
（
一
六
の
八
条
一
項
）
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
公
序
で

あ
る
（
一
六
の
九
条
）。

　

こ
れ
ら
の
諸
原
則
を
前
提
と
し
た
と
き
、
仮
に
「
人
体
を
処
分
す
る
権

利
」
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
性
質
で
あ
り
、
そ
の
制
約

原
理
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。

雑
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三�　
「
人
体
を
処
分
す
る
権
利
」（droit de disposer de son corps

）

の
法
的
性
質

　

標
記
の
テ
ー
マ
は
、
伝
統
的
に
は
、
人
が
自
分
の
人
体
に
所
有
権
を
有

す
る
か
と
い
う
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
二
〇
世
紀
に
は
、
人
格

権
の
問
題
と
す
る
見
解
と
公
的
自
由
の
問
題
と
す
る
見
解
（
さ
ら
に
私
生

活
の
自
由
と
す
る
見
解
と
人
格
な
い
し
人
身
の
自
由
と
す
る
見
解
に
分
か

れ
る
）
が
現
れ
る
。

　

こ
の
点
を
詳
細
に
検
討
し
た
生
命
倫
理
法
後
の
テ
ー
ズ
と
し
て
、
プ

リ
ウ
ー
ル
の
『
個
人
に
よ
る
身
体
の
処
分
』（
人
格
権
説
）（S. P

rieu
r, 

L
a disposition par l’individu de son corps, T

hèse, D
ijon, Les 

Études H
ospitalières, 1999

）
と
エ
ネ
ッ
ト
＝
ヴ
ォ
シ
ェ
の
『
自
己

の
処
分
と
は
？
』（
公
的
自
由
説
）（S. H
en
n
et
t
e-V

a
u
ch
ez, D

isposer 

de soi? U
ne analyse du discours juridique sur les droits de la 

personne sur son corps, T
hèse, Paris 1, L’H

arm
attan, 2004

）
が

存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
テ
ー
ズ
を
対
比
す
る
と
、
そ
の
結
論
の
最
大
の
分

か
れ
目
は
、
権
利
が
特
定
の
客
体
に
対
す
る
特
権
で
あ
り
、
客
体
と
内
容

が
明
確
で
あ
る
の
に
対
し
、
自
由
は
自
己
決
定
を
本
質
と
し
、
そ
の
内
容

は
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
、
主
観
的
権
利
と
公
的
自
由
の
基

本
的
な
相
違
に
行
き
着
く
。
す
な
わ
ち
、
人
体
の
処
分
行
為
の
法
的
性
質

を
、
実
定
法
の
状
況
の
分
析
か
ら
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
（
後
述
五

参
照
）、
人
格
権
と
構
成
し
う
る
。
他
方
、
人
体
の
処
分
行
為
の
本
質
が

自
己
決
定
に
あ
る
こ
と
を
強
調
し
つ
つ
、
権
利
義
務
の
帰
属
主
体
と
し
て

の
抽
象
的
な
人
と
人
体
が
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
と
、
公
的
自

由
説
に
傾
く
こ
と
に
な
る
。

四　
「
人
体
を
処
分
す
る
権
利
」
に
対
す
る
制
約
原
理

　

前
記
三
で
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
る
に
せ
よ
、「
人
体
を
処
分
す
る
権

利
」
に
対
す
る
制
約
と
し
て
、
新
た
な
公
序
（
身
体
的
公
序
）
が
出
現
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
民
法
典
、
刑
法
典
及
び
公

衆
衛
生
法
典
に
存
在
す
る
人
体
に
関
す
る
規
定
の
総
体
が
こ
れ
に
当
た

る
。
そ
の
中
心
に
据
え
ら
れ
た
概
念
は
尊
厳
で
あ
る
。
尊
厳
の
概
念
の
特

定
は
困
難
で
あ
る
が
、
実
定
法
の
状
況
（
民
法
典
一
六
条
、
刑
法
典
第
二

部
一
編
五
章
、
コ
ン
セ
イ
ユ
デ
タ
一
九
九
五
年
一
〇
月
二
七
日
判
決
、
パ

リ
控
訴
院
一
九
九
六
年
五
月
二
八
日
判
決
等
）
に
よ
れ
ば
、
尊
厳
の
概
念

は
、
本
人
の
意
思
の
実
現
を
重
視
し
た
主
観
的
な
も
の
で
は
な
く
、
個
人

の
み
な
ら
ず
集
団
を
も
対
象
と
し
、第
三
者
は
も
ち
ろ
ん
自
分
自
身
を
も
、

物
で
は
な
く
人
間
と
し
て
扱
う
こ
と
を
求
め
る
も
の
と
し
て
、
客
観
的
に

理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

五　

人
体
の
処
分
の
法
的
枠
組
み



北海道大学法学会記事

北法64（4・77）1293

　

以
上
の
「
人
体
を
処
分
す
る
権
利
」
が
尊
厳
を
内
容
と
す
る
身
体
的
公

序
に
よ
り
制
約
さ
れ
る
と
い
う
図
式
を
プ
リ
ウ
ー
ル
の
見
解
に
依
拠
し
つ

つ
具
体
化
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
人
体
の
処
分
と
は
、
本
人
の
意

思
に
基
づ
く
人
体
の
完
全
性
の
侵
害
で
あ
る
。
そ
し
て
、
事
実
行
為
と
し

て
の
人
体
の
処
分
行
為
が
、
法
の
規
制
の
外
に
お
い
て
自
ら
人
体
の
実
質

を
変
更
し
た
り
破
壊
し
た
り
す
る
こ
と
（
自
殺
や
自
傷
）
で
あ
る
の
に
対

し
、
法
律
行
為
と
し
て
の
人
体
の
処
分
行
為
は
、
医
師
等
の
第
三
者
に
対

す
る
人
体
の
完
全
性
の
侵
害
の
許
可
で
あ
っ
て
、
主
に
同
意
に
よ
っ
て
行

わ
れ
る
。
同
意
を
し
て
も
人
体
を
処
分
す
る
義
務
は
生
じ
な
い
の
で
（
撤

回
可
能
性
、
例
え
ば
公
衆
衛
生
法
典
Ｌ
一
一
二
二
の
一
条
二
項
）、
そ
の

法
的
性
質
は
契
約
の
成
立
要
件
と
し
て
の
同
意
と
は
異
な
る
。

　

人
体
の
法
的
な
処
分
は
、
同
意
の
存
在
の
み
で
は
適
法
と
さ
れ
な
い
。

裁
判
例
や
法
令
に
よ
っ
て
、
人
体
の
完
全
性
の
侵
害
の
適
法
要
件
が
い
く

つ
か
形
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
同
意
の
態
様
（
他
者
の
圧
迫
な
し
に

情
報
提
供
を
受
け
た
上
で
行
わ
れ
る
こ
と
、
例
え
ば
公
衆
衛
生
法
典
Ｌ

一
一
二
二
の
一
の
一
条
一
項
）、
利
益
と
危
険
の
均
衡
（
例
え
ば
公
衆
衛

生
法
典
Ｒ
四
一
二
七
の
四
〇
条
）、
本
人
の
医
療
上
の
必
要
性
又
は
他
者

の
治
療
上
の
利
益
の
存
在
、
無
償
性
及
び
匿
名
性
の
確
保
の
各
要
請
は
、

客
観
的
に
無
意
味
な
人
体
の
完
全
性
の
侵
害
を
禁
じ
た
り
、
財
産
を
収
益

す
る
か
の
よ
う
に
自
分
の
人
体
を
収
益
す
る
こ
と
を
防
い
だ
り
す
る
こ
と

を
通
じ
た
人
体
の
保
護
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
身
体
的

公
序
と
し
て
の
尊
厳
の
要
請
と
し
て
説
明
さ
れ
う
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
財
産
法
と
は
異
な
る
「
人
体
の
処
分
の
法
的

枠
組
み
」
が
存
在
し
て
い
る
。

六　

お
わ
り
に

　

わ
が
国
で
も
、
人
体
の
完
全
性
の
侵
害
に
は
、
本
人
の
同
意
が
不
可
欠

で
あ
る
が
、
同
意
の
存
在
の
み
で
は
人
体
の
完
全
性
の
侵
害
は
適
法
と
は

な
ら
な
い
と
い
う
考
え
方
が
定
着
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
体
の
法
的
な
処

分
の
適
法
要
件
と
位
置
づ
け
う
る
議
論
が
、人
体
の
処
分
の
事
案
ご
と
に
、

刑
法
の
違
法
性
阻
却
事
由
や
医
療
事
故
に
よ
る
民
事
責
任
の
問
題
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
「
人
体
の
処
分
の

法
的
枠
組
み
」
と
同
様
の
発
想
に
基
づ
く
構
成
が
成
り
立
つ
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。


